気管支喘息　　西濃地区地域連携クリニカルパス
	患者氏名 ：　     　様
	     病院　患者ID：　     
	か　かかりつけ医　患者ID：　　　　　　　　　　

	     病院 主治医名 ：　     
	かかりつけ医 ：　     　
	　　　　　     　先生

	施設
	     病院から紹介
	かかりつけ医
	     病院(検査･診察)
	かかりつけ医
	     病院(検査)
	     病院
(結果説明)

	経過
	平成  年  月  日
	紹介から半年後まで
	平成  年  月  日
	その後の半年間
	平成  年  月  日
	平成  年  月  日

	概要
	紹介状を作成
	かかりつけ医で喘息の状態を確認しつつ治療を継続
	喘息コントロールの状態・呼気NO検査、吸入方法を確認し必要に応じて治療内容を検討
	かかりつけ医で喘息の状態を確認しつつ治療を継続
	胸部X線･肺機能検査･呼気NO検査などを行います。
	検査結果を説明し、検査結果をかかりつけ医に報告します

	発作時の対応
	喘鳴，呼吸困難などの喘息発作が生じた場合、お渡ししてある喘息カードの記載に従って行動して下さい。（通常メプチンエアーを2吸入行い20分間様子を見ます。症状が良くならない場合、もう一度メプチンエアーを2吸入して20分間様子を見ます。）
横になって眠れない時，会話が続けられない時は救急外来を受診して下さい。

	検査
	
	かかりつけ医で
･ACT
を診療毎に確認し、
喘息カードに挟み込まれたシートへ記入して下さい。
	･PEFとACT測定
･呼気NO測定
･半年間のACT確認
･吸入方法再確認
･治療内容検討
	かかりつけ医で
･ACT
を診療毎に確認し、
喘息カードに挟み込まれたシートへ記入して下さい。
	･PEFとACT測定
･呼気NO検査
･半年間のACT確認
･胸部X線検査
･肺機能検査
などを行います
	･検査結果の説明と吸入方法の再確認を行い、かかりつけ医に紹介状で結果報告
･新たなカードを発行

	治療
	かかりつけ医受診
までの処方
	状態に応じて治療をお願いいたします。
バリアンス時にはご紹介
下さい。
1) ACT　　　点未満
2) SABAを1日4回以上
使用
3) コントロール不良
4) PEFが自己ベストの80%以下　など
	治療内容･吸入方法と病状･経過を再確認し、必要があれば治療内容を変更します
	状態に応じて治療を
お願いいたします。
バリアンス時にはご紹介下さい。
1) ACT　　　点未満
2) SABAを1日4回以上使用
3) コントロール不良
4) PEFが自己ベストの80%以下　など
	･治療内容･吸入方法と病状･経過などを再確認し、検査結果も参考にして、必要があれば治療内容を変更します
･紹介状を書きますのでかかりつけ医に渡してください

	診察予約
	６ヵ月後の
診察予約を入れます
	かかりつけ医の指示に従って下さい
	６ヵ月後の検査･診察予約を入れます
	かかりつけ医の指示に従って下さい
	検査のみで当日診察はありません（診察日と同日になることもあります）
	６ヵ月後の検査・診察予約を入れます


· 病状に変化が見られた場合、予約外受診はいつでも受け付けます。発作があるのに放置しないようにしてください。
     病院　呼吸器内科
かかりつけ医用
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